
科目名 履修学年 1年 1～4 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ⅱ】 第３ 章　 図形と 方程式

　 　 １ ． 直線上の点　 　 ２ ． 平面上の点　 　 ３ ． 直線の方程式　 　 ４ ． 2直線の関係　

　 　 ４ ． 円の方程式　 　 ５ ． 円と 直線　 　 ７ ． 2つの円

18

【 数学Ⅱ】 第３ 章　 図形と 方程式

　 　 ８ ． 軌跡と 方程式　 　 ９ ． 不等式の表す領域

【 数学Ⅱ】 第４ 章　 三角関数

　 　 １ ． 角の拡張　 　 ２ ． 三角関数　 　 ３ ． 三角関数の性質

　 　 ４ ． 三角関数のグラ フ 　 　 ５ ． 三角関数の応用

　 　 22

【 数学Ⅱ】 第４ 章　 三角関数

　 　 ６ ． 加法定理　 　 ７ ． 加法定理の応用

【 数学Ⅱ】 第５ 章　 指数関数と 対数関数

　 　 １ ． 指数の拡張　 　 ２ ． 指数関数　 　 ３ ． 対数と その性質　 　 ４ ． 対数関数　 　 　

18

【 数学Ⅱ】 第５ 章　 指数関数と 対数関数

　 　 ５ ． 常用関数

【 数学Ⅱ】 第６ 章　 微分法と 積分法

　 　 １ ． 微分係数　 　 ２ ． 導関数と その計算　 　 ３ ． 接線の方程式　 　

　 　 ４ ． 関数の増減と 極大・ 極小　 　 ５ ． 関数の増減・ グラ フ の応用 23

　 　 （ ５ ． 関数の増減・ グラ フ の応用）

4

【 数学Ⅱ】 第６ 章　 微分法と 積分法

　 　 ６ ． 不定積分　 　 ７ ． 定積分　 　 ８ ． 定積分と 面積

【 数学Ｂ 】 第２ 章　 統計的な推測

　 　 １ ． 確率変数と 確率分布　 　 ２ ． 確率変数の期待値と 分散　 　 ３ ． 確率変数の和と 積

26
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学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

5

6

7

8

知識・技能

学期末の
各観点比率(%) 約50％ 約30％

授業計画

約20％

各観点の授業内
評価方法等

小テスト ， 定期考査の得点から 算出する。
定期考査， 到達度確認テスト の得点から 算出す
る。

プリ ント の課題などから 評価する。

1L1( 中田)
1L2( 星野・ 渡辺)
1L3( 永野・ 竹田)
1L4( 山﨑・ 渡辺)

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

学習目標

評価規準 教科書の定義， 定理， 公式を理解し ， それを
活用し て問題が解けるか。

論理的に記述をするこ と ができ るか。 定理など
を活用するだけでは解けない問題に取り 組むこ
と ができ るか。

普段の学習態度などが整っ ていて， 学習内容の定着
が測れているか。 自分の弱点などを把握し ， それを
克服するよう に努力をし ているか。

評価方法

数学Ⅱ「 図形と 方程式」 「 三角関数」 「 指数関数と 対数関数」 「 微分法と 積分法」 ・ 数学B「 統計的な推測」 の基本事項を身につけ、
次年度数学ⅢＣ を学習する体力をつける。 また、 数学の解答の書き 方を学び、 答えにたどり 着く 過程をし っ かり と 記述でき るよう にする。
適宜、 既習済みである数学ⅠＡ の復習を取り 入れ、 模試対策をおこ なう 。

NEXT数学Ⅱ， NEXT数学B
CONNECT数学Ⅱ+B

単位数 4単位
使用教科書
補助教材等担当者

評価観点

教科名 数学 数学Ⅱ 高校



科目名 履修学年 １　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ⅱ】 第１ 章　 式と 証明

　 第１ 節　 式の計算

9

　 第２ 節　 等式・ 不等式の証明

【 数学Ⅱ】 第２ 章　 複素数と 方程式

　 第１ 節　 複素数と ２ 次方程式の解

1.  複素数と その計算

2.  ２ 次方程式の解 10

3.  解と 係数の関係

　 第２ 節　 高次方程式

9

【 数学Ｂ 】 第１ 章　 数列

　 第１ 節　 等差数列と 等比数列

　 第２ 節　 いろ いろ な数列

6.  和の記号Σ

11

7.  階差数列

2

8.  いろ いろ な数列の和

　 第３ 節　 漸化式と 数学的帰納法

10
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学期末の
各観点比率(%) 約80％ 約20％

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準 ・ 教科書の定義・ 定理・ 公式を理解し 、 それら を活
用し て問題が解けるか。

・ 公式をそのまま利用するだけでは解けないよう な問
題に果敢に挑戦でき るか。
・ 途中過程などを含めて、 数学の答案を記述でき てい
るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を図れ
ているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく かを
自分で考えら れるか。

各観点の授業内
評価方法等

主に定期考査の得点で評価する 。 ２ ， ３ 学期は到達度確認テスト の得点も 考慮する 。 ま
た、 小テスト への取り 組みも 考慮する 。

主に問題集ノ ート 提出やプリ ン ト 課題の提出に
よ っ て評価する 。

教科名 数学 数学Ｂ 中学・高校 1～4

学習目標 数学Ⅱ「 式と 証明」 「 複素数と 方程式」 、 数学Ｂ 「 数列」 の基本事項を 身につけ、 次年度数学ⅢＣ を 学習する 体力を つける 。
数学の解答の書き 方を 学び、 答えにたどり 着く 過程を し っ かり と 記述でき る よ う にする 。

単位数 ２ 単位
使用教科書
補助教材等

教科書： 　 数研出版　 NEXT数学Ⅱ， NEXT数学Ｂ
問題集： 　 数研出版　 CONNECT数学Ⅱ＋Ｂ ＋Ｃ担当者 高橋， 相澤， 永野



科目名 履修学年 １　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ⅰ】 第１ 章　 数と 式

　 第１ 節　 式の計算

　 第２ 節　 実数

　 第３ 節　 １ 次不等式

15

【 数学Ⅰ】 第３ 章　 ２ 次関数

　 第１ 節　 ２ 次関数と グラ フ

　 第２ 節　 ２ 次関数の値の変化

　 第３ 節　 ２ 次方程式と ２ 次不等式

20

【 数学Ⅰ】 第４ 章　 図形と 計量

　 第１ 節　 三角比

　 第２ 節　 三角形への応用

18

【 数学Ⅰ】 第５ 章　 データ の分析

【 数学Ⅱ】 第１ 章　 式と 証明

　 第１ 節　 式と 計算

　 第２ 節　 等式・ 不等式の証明 22

4

【 数学Ⅱ】 第２ 章　 複素数と 方程式

　 第１ 節　 複素数と ２ 次方程式の解

　 第２ 節　 高次方程式
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学期末の
各観点比率(%) 約80％ 約20％

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準 ・ 教科書の定義・ 定理・ 公式を理解し 、 それら を活
用し て問題が解けるか。

・ 公式をそのまま利用するだけでは解けないよう な問
題に果敢に挑戦でき るか。
・ 途中過程などを含めて、 数学の答案を記述でき てい
るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を図れ
ているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく かを
自分で考えら れるか。

各観点の授業内
評価方法等

主に定期考査の得点で評価する 。 ２ ， ３ 学期は到達度確認テスト の得点も 考慮する 。 ま
た， 小テスト への取り 組みも 考慮する 。

主に問題集ノ ート 提出やプリ ン ト 課題の提出に
よ っ て評価する 。

教科名 数学 数学Ⅰ 中学・高校 ５，６，７

学習目標 高校数学の最も 基本と なる 数学Ⅰの基本問題を 定着さ せ、 来年以降の数学の学習を スムーズに進めら れる よ う にする 。

単位数 ４ 単位
使用教科書
補助教材等

教科書： 　 数研出版　 NEXT数学Ⅰ、 NEXT数学Ⅱ
問題集： 　 数研出版　 CONNECT数学Ⅰ＋Ａ ， CONNECT数学Ⅱ＋Ｂ担当者 高橋， 寺町



科目名 履修学年 １　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ⅰ】 第２ 章　 集合と 命題

9

【 数学Ａ 】 第１ 章　 場合の数と 確率

　 第１ 節　 場合の数

11

【 数学Ａ 】 第１ 章　 場合の数と 確率

　 第２ 節　 確率

9

【 数学Ａ 】 第２ 章　 図形の性質

　 第１ 節　 平面図形

　 第２ 節　 空間図形

11

2

【 数学Ａ 】 第３ 章　 数学と 人間の活動

12

５，６，７

単位数 ２ 単位
使用教科書
補助教材等

教科書： 　 数研出版　 NEXT数学Ⅰ、 NEXT数学Ａ
問題集： 　 数研出版　 CONNECT数学Ⅰ＋Ａ担当者 高橋， 赤岩

教科名 数学 数学Ａ 中学・高校

学習目標 「 集合と 命題」 「 場合の数と 確率」 「 図形の性質」 と 思考力を 要する 分野の学習を 通し て、 難し い問題にも あき ら めずに考えて解決し て
いく 力を 養う 。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

１
学
期
中
間
考
査5
１
学
期
期
末
考
査

評価規準 ・ 教科書の定義・ 定理・ 公式を理解し 、 それら を活
用し て問題が解けるか。

・ 公式をそのまま利用するだけでは解けないよう な問
題に果敢に挑戦でき るか。
・ 途中過程などを含めて、 数学の答案を記述でき てい
るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を図れ
ているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく かを
自分で考えら れるか。

各観点の授業内
評価方法等

主に定期考査の得点で評価する 。 ２ ， ３ 学期は到達度確認テスト の得点も 考慮する 。 ま
た， 小テスト への取り 組みも 考慮する 。

主に問題集ノ ート 提出やプリ ン ト 課題の提出に
よ っ て評価する 。

7

学期末の
各観点比率(%) 約80％ 約20％

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等
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